
MIS-AL60 専用骨盤固定器使用による
カップ設置精度の評価

【目的】
MIS-AL60(AnteroLateral60)は垂直面から30度背側に骨盤を
傾けた半側臥位によるMIS前外側アプローチである。
このアプローチのメリットはカップホルダーを体軸と平行に保持す
ることで理論上カップの前方開角がAnatomicalAnteversion30
度で再現できることである。
今回半側臥位に簡便に骨盤を固定できる専用の骨盤固定器お
よび角度計を開発し体位固定に要する時間が短縮された。
本研究の目的は専用固定器使用例と使用前の症例でのカップ
設置精度の比較評価を行うことである。

【方法】
固定器非使用群（C郡）と専用固定器使用群（F群）各60関節、
合計120関節に対し術後カップの前方開角および外方開角につ
きCTを用いて評価した。

【結果】
Anatomical Anteversion（AA）はC群において平均31.8度（13-

52度）・中央値32度、F群では平均29.1度（8-54度）・中央値
29度であった。Anatomical Inclination（AI）を加味し、
Radiographic Anteversion（RA）で比較するとC群では平均17.9
度（7.6-29.7度）・中央値18.3度、F群では平均16.2度（5.1-
25.4度）・中央値16.3度であった。

【考察】
2群間におけるAAおよびRAの比較では統計学有意差を認めな
かった。
いわゆるLewinneckのsafezoneではRAが5-25度とされており、
C群では91.6%が該当し、F群においては98.3%が該当した。

【結論】
MIS-AL60専用固定器では使用前と同等のカップ設置精度が担
保されることが確認できた。
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